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令和 4年度予算見積調書(2月補正予算) 課室名:

説明事業

森づくり課
担当名: 森林活動支援・森林企画担当

内線: 4310 (単位：千円)
会計

B32 みんなで育てる森づくり事業 一般会
計

農林水
産業費

林業費
項

造林対策費 緑化推進費
番号 事業名

事 業
期 間

昭和25年度～ 根 拠
法 令

なし

款

針路 10
令和 4年度 分野施策 1001

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

　県民参加による森林づくりを促進する。

　ア　みんなで育てる森づくり推進費　　   △96千円
　イ　緑化推進費　　　　　　　　　　　 　△35千円
　ウ　県民参加による森づくり支援事業　　△689千円

（１）事業内容
　　　健全な森林を次代に引き継ぐため、森林・林業の理解を深め、社会全体で森林を守り育てる機運を醸成する。
　　　森林が少ない地域で、100年先を見据えた森づくりを行う。
　　ア　みんなで育てる森づくり推進費　  　  △96千円
　　　　みんなで育樹活動の実施、本多静六賞などの表彰、郷土緑化コンクールによる普及啓発
　　イ　緑化推進費　　　　　　　　　　　　　△35千円
　　　　全国植樹祭や全国育樹祭への参加等
　　ウ　県民参加による森づくり支援事業　   △689千円
　　　　企業・団体の森づくり活動支援、森林づくり協定の締結、森づくりサポートセンターの業務委託
　　　　森林ボランティア団体の支援、森林ボランティア活動拠点施設の維持管理

（２）事業計画
　　ア　みんなで育樹活動や表彰行事を通じた森づくり活動の実践・普及啓発を実施
　　イ　令和4年度　第72回全国植樹祭滋賀県開催　第45回全国育樹祭大分県開催
　　ウ　森林ボランティア団体運営費補助　　32団体

（３）事業効果
　　　森林の重要性やその保全の必要性に対する理解が進むとともに、社会全体で森林を守り育てる気運が醸成され、
　　　県民参加による森林づくりが促進される。
　　　景観や環境の保全するとともに身近な緑や森林づくりの重要性について県民の理解が深まる。
　　　県内で森林ボランティア活動に参加する人数の増加が図られる。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　　公益法人や新聞社等の協力によるコンクールの開催、企業・団体の社会貢献による森林整備活動への参加・協力
　　　森林ボランティア団体等による森林づくり活動への参加・協力
　　　企業・団体に対し、職員による森づくり活動への技術・安全指導
（５）補正予算の概要
　　　ア　事務費の節減による減額　イ　入札差金による委託料の減額

２　事業主体及び負担区分
(１)（県10/10）　(２)（県10/10）
(３)ア　補助金以外（県10/10）
　　イ　補助金　　（県　定額）森林ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体等

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×6人＝57,000千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
補正後の
予算額繰 入 金

決定額 △820 △785

現計額 12,626 12,094 532

― 農林部 32 ―

豊かな自然と共生する社会の実現

△35 11,806

みどりの保全と創出



 

事業名

単位事業名 予算額 △ 96千円

　
（単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

旅費 △30 ― 執行留保等による旅費の減

需用費 △39 ― 執行留保等による需用費の減

役務費 △27 ― 執行留保等による役務費の減

合計 △96 ―

単位事業名 予算額 △ 35千円

　
（単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

旅費 △35 ― 執行留保等による旅費の減

合計 △35 ―

事業内訳書

みんなで育てる森づくり事業

みんなで育てる森づくり推進費

主な内容

緑化推進費

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 △ 689千円

　
（単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

需用費 △303 ― 執行留保等による需用費の減

役務費 △157 ― 執行留保等による役務費の減

委託料 △229 ― 契約差金が生じたことによる森づくりサポートセンター事務委託の
減

合計 △689 ―

県民参加による森づくり支援事業

主な内容


